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一
面
　
全
木
連
・
全
木
協
連
理
事
会
・

　
　
　
総
会
を
開
き
役
員
補
充
な
ど
所

　
　
　
定
の
議
案
を
承
認
決
定

二
面
　
外
材
委
員
会
を
開
催
　
農
林
水

　
　
　
産
祭
で
木
材
Ｐ
Ｒ

三
面
　
米
国
木
材
業
界
と
懇
談
　
気
仙

　
　
　
木
材
加
工
協
組
連
が
天
皇
杯
受

　
　
　
賞

四
面
　
国
産
材
委
員
会
　
景
況
調
査

理
事
会
・
臨
時
総
会
開
く

全
　木
　連

全
木
協
連役

員
補
充
、
規
程
の
制
定
な
ど
承
認
決
定

　
全
木
連
、
全
木
協
連
は
、
十
一
月
十
七
日
、
東
京
虎
ノ
門

パ
ス
ト
ラ
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
、
臨
時
総
会
を
開
き
、

平
成
十
八
年
度
補
正
予
算
、
役
員
補
充
な
ど
所
定
の
議
案
を

す
べ
て
承
認
・
決
定
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
間
決
算
見
込
み
、

副
会
長
の
選
任
、
全
木
連
で
は
諸
規
程
の
改
正
、
制
定
、
全

木
協
連
で
は
共
済
制
度
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
・
決
定
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
政
治
連
盟
の
常
任
委

員
会
を
開
き
、
役
員
補
充
、
参
議
院
議
員
選
挙
候
補
者
の
推

薦
ほ
か
活
動
状
況
を
報
告
し
た
。

　
全
木
連
の
会
議
は
午
後
一
時
か
ら
開

始
。
冒
頭
、
こ
の
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受

章
者
を
事
務
局
よ
り
紹
介
し
、
出
席
者

全
員
の
拍
手
で
祝
福
し
た
。

　
次
い
で
、
庄
司
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
木
材
産
業
振
興
大
会
は
大
変
成
功
裡

に
開
催
で
き
た
。
関
係
者
の
努
力
に
感

謝
す
る
。
ま
た
、
合
法
木
材
の
供
給
体

制
を
育
て
て
い
く
。
木
づ
か
い
運
動
に

も
真
剣
に
対
応
し
て
い
く
。」と
強
調
し

た
。

　
そ
の
後
、
庄
司
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
総
会
事
項

を
審
議
し
た
。

　
ま
ず
、
平
成
十
八
年
度
補
正
予
算
を

事
務
局
説
明
を
受
け
て
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
し
た
。
役
員
補
充
は
、
本
年
五

月
の
総
会
以
降
、
各
会
団
の
役
員
異
動

に
伴
う
も
の
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し

た
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
・

所
属
）

　
▼
理
事
＝
小
笠
原
弘
（
三
津
橋
貞
夫

・
北
海
道
）、山
口
武
夫
（
篠
崎
昌
平
・

栃
木
）、和
南
城
純
一
（
平
方
力
・
群
馬
）、

小
高
茂
（
並
木
瑛
夫
・
千
葉
）、後
藤
直

剛
（
瀬
上
和
雄
・
岐
阜
）、野
瀬
宇
一
郎

全
木
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

（
鳥
居
治
夫
・
滋
賀
）、辻
井
重
（
茶
谷

孝
一
・
京
都
）、田
口
太
望
（
丸
直
・
奈

良
）、新
貝
淳
親
（
平
山
茂
雄
・
大
分
）、

佐
々
木
幸
久
（
横
小
路
喜
代
治
・
鹿
児

島
）、高
良
光
秀
（
久
高
晃
・
沖
縄
）
▼

監
事
＝
細
田
安
治
（
小
高
茂
・
日
集
協
）。

　
理
事
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
中
間

決
算
見
込
み
を
承
認
。

　
次
に
、
海
外
出
張
旅
費
規
程
の
一
部

改
正
、
内
部
組
織
規
程
の
一
部
改
正
、

役
員
等
慶
弔
見
舞
規
程
の
制
定
に
つ
い

て
承
認
決
定
し
た
。

　
次
い
で
、
理
事
交
代
に
伴
う
副
会
長

の
選
任
を
行
い
、
北
海
道
支
部
、
関
東

支
部
か
ら
の
推
薦
に
も
と
づ
き
、
次
の

と
お
り
決
定
し
た
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ

内
は
前
任
者
・
所
属
）

　
▼
副
会
長
＝
小
笠
原
弘
（
三
津
橋
貞

夫
・
北
海
道
）、坂
東
正
一
郎
（
平
方
力

・
関
東
）

　
こ
の
ほ
か
、
以
下
の
二
十
二
項
目
の

報
告
を
行
い
、
会
議
を
終
了
し
た
。

　
①
違
法
伐
採
対
策
へ
の
取
組
み
の
状

況
②
木
材
安
定
供
給
圏
域
シ
ス
テ
ム
モ

デ
ル
事
業
③
森
林
を
育
む
木
の
住
ま
い

普
及
推
進
事
業
の
進
捗
状
況
④
木
づ
か

い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
⑤
製
材
等
の

「
登
録
格
付
機
関
」
に
対
し
て
農
林
水

産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
定

期
調
査
の
結
果
に
対
す
る
是
正
措
置
へ

の
対
応
⑥
全
木
検
　
製
材
等
の
「
登
録

認
定
機
関
」
へ
の
登
録
⑦
外
国
人
研
修

制
度
を
取
り
ま
く
状
況
と
そ
の
対
応
⑧

新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
策
定

⑨
木
材
産
業
の
体
制
整
備
及
び
木
材
市

場
の
形
成
・
拡
大
に
向
け
た
基
本
方
針

検
討
委
員
会
の
開
催
⑩
地
域
材
を
利
用

し
た
住
宅
建
設
促
進
の
た
め
の
地
方
単

独
事
業
の
推
進
⑪
公
共
調
達
の
適
正
化

⑫
住
生
活
基
本
計
画
（
全
国
計
画
）
の

概
要
⑬
建
築
物
の
安
全
性
確
保
の
た
め

の
建
築
行
政
の
あ
り
方
⑭
（
独
）
農
林

漁
業
信
用
基
金
の
林
業
信
用
保
証
の
見

直
し
当
初
案
⑮
「
減
価
償
却
資
産
の
使

用
実
態
調
査
」
へ
の
協
力
⑯
我
が
国
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
め
ぐ
る
状
況
⑰
住

宅
供
給
事
業
者
等
と
の
懇
談
会
⑱
木
づ

か
い
応
援
団
の
農
林
水
産
大
臣
表
敬
訪

問
⑲
平
成
十
九
年
度
税
制
改
正
要
望
等

⑳
第
四
十
一
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大

会
に
お
け
る
宣
言
決
議
へ
の
対
応
状
況

◯　　２１
第
四
十
二
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大

会
の
開
催
◯　　２２
平
成
十
九
年
度
全
国
会
議

日
程
に
つ
い
て
。
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全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

八
年
度
補
正
予
算
を
事
務
局
の
報
告
を

受
け
て
承
認
決
定
し
た
。
役
員
補
充
で

は
、
五
月
の
総
会
以
降
の
会
員
団
体
の

役
員
異
動
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
決
定

し
た
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者

・
所
属
）。

　
▼
理
事
＝
小
笠
原
弘
（
三
津
橋
貞
夫

・
北
海
道
）、山
口
武
夫
（
篠
崎
昌
平
・

栃
木
）、和
南
城
純
一
（
平
方
力
・
群
馬
）、

後
藤
直
剛
（
瀬
上
和
雄
・
岐
阜
）、谷
口

昇
（
熊
川
正
子
・
滋
賀
）、辻
井
重
（
城

山
泰
一
・
京
都
）、田
口
太
望
（
丸
直
・

奈
良
）、新
貝
淳
親
（
平
山
茂
雄
・
大
分
）。

　
理
事
会
事
項
で
は
、
①
平
成
十
八
年

度
中
間
事
業
報
告
②
平
成
十
八
年
度
決

算
見
込
③
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
加
入
促

進
④
木
材
産
業
高
度
化
総
合
対
策
事
業

（
再
編
整
備
事
業
）
の
事
業
終
了
に
伴

う
措
置
⑤
役
員
等
慶
弔
見
舞
規
程
の
制

定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
事
務
局

よ
り
報
告
の
う
え
、
承
認
決
定
し
た
。

　
次
い
で
、
理
事
交
代
に
と
も
な
う
副

会
長
の
選
任
を
行
い
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
推
薦
に
も
と
づ
き
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
前
任
者
・
所
属
）

▼
副
会
長
＝
小
笠
原
弘
（
三
津
橋
貞
夫

・
北
海
道
）。

　
こ
の
ほ
か
、
①
第
四
十
二
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
の
開
催
②
平
成
十
九

年
全
国
会
議
日
程
③
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
の
改
正
に
つ
い
て
報
告
し
、
会

議
を
終
了
し
た
。

全
木
連
外
材
委
員
会
を
開
催

　
全
木
連
は
、
十
二
月
五
日
に
「
外
材

委
員
会
」
を
開
催
し
、
最
近
の
動
向
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

　
外
材
委
員
会
は
、
全
木
連
の
各
支
部

単
位
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。

　
開
会
に
次
い
で
、
本
会
議
の
主
要
議

題
で
あ
る
各
地
の
情
勢
に
つ
い
て
、
各

委
員
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
入
荷
量
の

減
少
、
フ
レ
ー
ト
を
主
体
と
し
た
コ
ス

ト
増
な
ど
、
い
ず
れ
も
今
ま
で
の
外
材

の
状
況
と
は
様
変
わ
り
し
た
現
状
の
報

告
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、
外
材
に
つ

い
て
の
み
で
な
く
、
国
産
材
の
供
給
体

制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
踏
み
込
ん

だ
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
次
い
で
、
林
野
庁
の
森
田
木
材
貿
易

対
策
室
長
か
ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
最
新
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
全
木
連
か
ら
、
①
合
法

木
材
の
供
給
体
制
の
状
況
②
米
国
木
材

団
体
と
の
懇
談
会
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　
　
　
　
親
子
日
曜
大
工
教
室
・

　
　
　
　
　
　
糸
鋸
工
作
教
室
を
開
催

　
農
林
水
産
祭
で
木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

盛況の親子日曜大工教室

　
全
木
協
連
の
会
議
は
、
全
木
連
に
引

き
続
き
開
か
れ
、
予
定
よ
り
早
く
午
後

二
時
三
十
分
よ
り
開
始
し
た
。

　
ま
ず
、
並
木
会
長
が
挨
拶
し
、「
中
小

企
業
を
取
り
巻
く
景
況
は
依
然
と
厳
し

い
が
、
国
産
材
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
国
産
材
の

安
定
供
給
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

全
木
協
連
の
上
期
の
事
業
は
、
ほ
ぼ
計

画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
下

期
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。
共
済
事
業

を
中
心
に
会
員
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
並
木
会
長

が
議
長
と
な
り
、
議
事
を
進
行
し
た
。

　
ま
ず
、
総
会
事
項
と
し
て
、
平
成
十

　
農
林
水
産
省
と
　（　）財
日
本
農
林
漁
業
振

興
会
主
催
の
平
成
十
八
年
度
（
第
四
十

五
回
）
農
林
水
産
祭
「
実
り
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
十
一
月
十
七
日
及
び
十

八
日
の
二
日
間
、
東
京
都
江
東
区
有
明

の
東
京
国
際
展
示
場
（
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
西
三
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
日
に
は
、
秋
篠
宮
さ
ま
が
ご
視
察

さ
れ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
期
間
中

の
入
場
者
は
十
七
日
約
二
万
一
千
人
、

十
八
日
約
二
万
六
千
人
で
あ
っ
た
。

　
農
林
水
産
祭
は
、
農
林
水
産
省
と
、

一
般
国
民
が
共
に
収
穫
を
喜
び
、
農
林

水
産
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、

農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

都
道
府
県
、
中
央
・
地
方
の
農
林
水
産

団
体
が
協
力
し
て
毎
年
十
一
月
に
開
催

し
て
い
る
も
の
。

　
会
場
で
は
、
政
府
特
別
展
の
ほ
か
、

農
林
水
産
団
体
の
展
示
・
即
売
と
、
都

道
府
県
に
よ
る
郷
土
農
林
水
産
物
の
展

示
・
即
売
等
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
林
産
部
門

と
し
て
全
木
連
が
世
話
役
と
な
り
、
木

材
利
用
推
進
の
Ｐ
Ｒ
の
場
所
と
し
て
、

各
種
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
及
び
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
次
の
催
し
物
を
行
っ
た
。

　
　
　
参
加
団
体
（
十
三
団
体
）

　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全
国
森
林

組
合
連
合
会
、
全
国
天
然
木
化
粧
合
単

板
工
業
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
木
材

防
虫
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会
、
全
国
木
造
住
宅

機
械
プ
レ
カ
ッ
ト
協
会
、
　（　）財
日
本
合
板

検
査
会
、
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
、

日
本
集
成
材
工
業
協
同
組
合
、
　（　）財
日
本

住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
、
日
本
特

用
林
産
振
興
会
、
日
本
複
合
床
板
工
業

会
、
日
本
木
材
防
腐
工
業
組
合
、
　（　）財
日

本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
。

　
　
　
協
力
機
関

　
関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
、
日

本
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
。

　
　
催
し
の
内
容

﹇
親
子
日
曜
大
工
教
室
﹈

　
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
指
導
に

あ
た
り
、
縁
台
、
踏
み
台
、
椅
子
等
あ

ら
か
じ
め
キ
ッ
ト
加
工
し
た
も
の
を
製

作
し
た
。
無
料
と
あ
っ
て
参
加
希
望
者

が
多
く
、
人
数
制
限
を
す
る
ほ
ど
の
盛

況
で
あ
っ
た
。

﹇
糸
鋸
工
作
教
室
﹈

　
関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
の
指

導
に
よ
り
、
原
板
に
描
い
た
動
物
画
を

糸
鋸
で
く
り
貫
い
て
製
作
す
る
「
糸
鋸

教
室
」
も
親
子
に
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
政
府
特
別
展
の
天
皇
杯
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
林
産
部
門
と
し
て
天
皇
杯

を
受
賞
し
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
気

仙
木
材
加
工
協
同
組
合
連
合
会
の
展
示

が
行
わ
れ
た
。



企業経営に安心を提供します
全木連グループの各種保障制度

従業員のために 中型グループ 総合賠償

補償制度

経営者のために

大型

Ｌ型

無配当型

各総合保障

プラン
全国木材協同組合連合会
〒100 -0014 東京都千代田区永田町2 －4 －3

TEL  03 －3580 －3215 ㈹

な
ど
の
備
え
に

ケ
ガ
・
病
気
入
院

第3者への事故対策に

木退共

積立終身

従業員の退職金の準備に

経営者の退職金などの準備に

おかげさまで30年
　　    中型グループ
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平成18年12月25日（月曜日） （第585号）（第三種郵便物認可）

米
国
木
材
業
界
代
表
と
懇
談

　
　
　
需
給
や
貿
易
の
情
報
を
交
換

　
気
仙
木
加
連
（
岩
手
県
）
が

　
　
　
　
　
　
　
天
皇
杯
を
受
賞

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
Ａ
Ｆ
＆

Ｐ
Ａ
（
全
米
林
産
物
製
紙
協
会
）
を
は

じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
木
材
業
界
の
視

察
団
と
日
本
の
木
材
産
業
・
林
業
関
係

団
体
と
の
会
合
が
十
一
月
七
日
に
都
内

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
が
四
回
目
の
開

催
と
な
り
、
米
国
側
が
二
十
名
、
日
本

側
は
庄
司
全
木
連
会
長
ほ
か
十
六
名
が

出
席
し
た
。

　
会
議
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン

氏
（
ア
メ
リ
カ
側
視
察
団
代
表
、
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ザ
ー
・
ア
ジ
ア
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

　
平
成
十
八
年
度
の
第
四
十
五
回
農
林

水
産
祭
林
産
部
門
で
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
気
仙
木
材
加
工
協
同
組
合
連
合

会
（
理
事
長
＝
佐
々
木
英
一
氏
）
が
天

皇
杯
を
受
賞
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
連
合
会
が
、
全
木
連
等

が
主
催
し
た
平
成
十
七
年
度
の
第
三
十

三
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
、
そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
出
品
者
の
林
産
部
門

天
皇
杯
受
賞
は
、
平
成
十
六
年
度
に
次

い
で
、
こ
れ
で
六
社
目
に
な
る
。
受
賞

の
式
典
は
、
去
る
十
一
月
二
十
三
日
に

東
京
で
行
わ
れ
た
。

　
同
連
合
会
は
、
素
材
生
産
か
ら
加
工

・
流
通
に
至
る
一
貫
し
た
体
制
の
も
と
、

製
品
の
品
質
管
理
を
は
か
り
、
市
場
ニ

ー
ズ
に
即
応
し
た
製
材
品
生
産
に
取
り

組
み
、
気
仙
ス
ギ
加
工
製
品
の
消
費
地

へ
の
出
荷
パ
イ
プ
を
創
出
し
、
地
域
全

体
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
先

導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
製

材
技
術
の
開
発
や
乾
燥
材
生
産
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、「
気
仙
ス

ギ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
貢
献
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
協
同
組
合
と
し
て
の

活
動
成
果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
　（　）答
全
国
で
約
二
万
社
あ
る
全
木
連
の

末
端
の
事
業
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属

す
る
地
方
の
団
体
か
ら
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
全
木
連
が
認
定
で
き
る

の
は
会
員
で
あ
る
地
方
の
団
体
（
県
木

連
）
で
、
木
材
販
売
等
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
団
体
を
認
定
し
た
。

　
次
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
教
授
・
木

材
製
品
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
所
長
の
ア
イ
バ
ン
・

イ
ー
ス
ト
ン
氏
よ
り
、
米
国
の
住
宅
着

工
と
木
材
需
要
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

説
明
が
あ
っ
た
。

　
米
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
順
調
な

伸
び
を
示
し
て
お
り
、
２
０
０
５
年
実

績
で
は
、
三
十
五
年
ぶ
り
の
高
水
準

（
二
百
万
戸
）
と
な
っ
た
。
主
と
し
て

住
宅
用
構
造
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
針
葉
樹
の
製
材
品
の
消
費
量
は
、
１

９
９
０
年
代
初
頭
よ
り
年
間
三
・
五
％

の
伸
び
を
示
し
て
い
る
が
、
生
産
量
は

年
間
〇
・
九
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
輸
入
量
が
増
え
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
特
に
欧
州
（
ド
イ
ツ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
）
か
ら
の
輸
入
量
の

増
加
が
大
き
い
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
と
思
わ
れ
る
。
日
本
市
場
に
お
い

て
も
、
欧
州
材
の
輸
入
増
加
が
長
期
的

に
続
い
て
い
る
。
米
国
の
合
板
、
Ｏ
Ｓ

Ｂ
の
市
場
に
お
い
て
は
、
傾
向
と
し
て
、

Ｏ
Ｓ
Ｂ
は
住
宅
用
、
合
板
は
工
業
用
・

リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
ニ
ッ
チ
市
場
と
用
途

が
分
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
質
疑

応
答
が
あ
っ
た
。

　
　（　）問
カ
ナ
ダ
や
欧
州
か
ら
来
る
木
材
に

つ
い
て
、
原
産
地
表
示
等
の
要
求
、
制

度
は
米
国
に
は
あ
る
か
。

　
　（　）答
政
府
と
し
て
の
表
示
制
度
や
政
府

調
達
で
合
法
性
を
求
め
る
と
い
っ
た
政

策
的
な
も
の
は
な
い
。
民
間
企
業
（
ホ

ー
ム
デ
ポ
な
ど
）
で
は
原
産
地
表
示
の

独
自
の
制
度
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
る
。

　
　（　）問
中
国
と
の
貿
易
の
状
況
は
。

　
　（　）答
中
国
か
ら
は
、
主
に
広
葉
樹
合
板

が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
近
年
輸
入
量
が

増
え
て
い
る
が
、
主
用
途
は
非
構
造
用

で
あ
る
。
規
格
の
ラ
ベ
ル
等
が
貼
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
輸
入
す

る
側
と
し
て
は
、
品
質
等
に
注
意
す
る

必
要
は
あ
る
。

　
　（　）問
認
証
制
度
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

　
　（　）答
州
有
林
で
は
認
証
ス
キ
ー
ム
と
し

て
Ｆ
Ｓ
Ｃ
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

民
有
林
（
社
有
林
）
で
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｉ
が

多
い
。
認
証
材
に
対
す
る
消
費
者
の
認

識
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。
コ
ス
ト
高
と

な
る
点
に
つ
い
て
は
、
環
境
に
優
し
い

認
証
材
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
産
出
さ
れ

た
と
い
う
点
で
認
証
材
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
販
売
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
米
国
西
部
木
材
製
品
協
会

会
長
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ハ
ロ
ラ
ン
氏
よ
り
、

米
国
の
自
然
火
災
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
空
気
の
乾
燥
と
い

う
自
然
条
件
と
不
十
分
な
山
林
の
管
理

と
い
う
こ
と
が
重
な
り
、
被
害
を
大
き

く
し
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

木
材
産
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
生
産
に

支
障
を
き
た
す
ほ
ど
で
は
な
い
、
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
、

社
長
）
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
、
庄
司
全
木

連
会
長
よ
り
開
会
挨
拶
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
発
表
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
全
木
連
・
藤
原
常
務
理
事
よ

り
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
と
林
野
庁
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
及
び
全
木
連
に
よ
る
事

業
者
団
体
認
定
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
、
質

疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　
　（　）問
全
木
連
で
事
業
者
認
定
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成18年12月25日（月曜日） （第585号）（第三種郵便物認可）

全
木
連
国
産
材
委
員
会
を
開
催

　
全
木
連
は
、
十
一
月
三
十
日
に
「
国

産
材
委
員
会
」
を
開
催
し
、
国
産
材
を

取
り
ま
く
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
し
た
。
同
委
員
会
は
、
こ
こ
し
ば

ら
く
の
間
、
開
催
が
な
か
っ
た
。
最
近

の
国
産
材
事
情
の
変
化
に
対
応
し
て
の

開
催
で
あ
る
。
全
国
か
ら
委
員
十
二
名

が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
次
い
で
、
早
速
、
国
産
材
関

連
企
業
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
各

委
員
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
　
次
い
で
、

現
在
、
林
野
庁
で
検
討
さ
れ
て
い
る

「
木
材
産
業
の
体
制
整
備
及
び
木
材
市

場
の
形
成
・
拡
大
に
向
け
た
基
本
方
針
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
全
国
的
な
共
通
課
題
と
し
て
、
ス
ギ

合
板
の
好
調
さ
を
反
映
し
て
、
製
材
用

丸
太
の
集
荷
難
が
複
数
の
委
員
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
産
材
供
給
の
問

題
点
と
し
て
山
林
に
お
け
る
伐
出
技
能

者
不
足
に
よ
る
出
材
不
足
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
製
材
業
に
お
い
て
は
、
大
型
工
場
化

が
進
む
一
方
で
、
中
規
模
工
場
に
あ
っ

て
は
独
自
路
線
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
小

規
模
工
場
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
顔
の
見

え
る
・・・
」路
線
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
が
分
か
れ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
中
小
へ
の
手
厚

い
対
応
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

モニター数58　　回答数46　　回収率79％

18年11月分集計表

増加33％（15）
増加26％（12）
上昇70％（32）
上昇89％（41）

増加26％（12）
増加24％（11）
上昇63％（29）
上昇76％（35）

強　含　み
61％（27）
70％（28）
80％（33）
49％（21）
54％（21）

増　　加
28％（13）

減少19％（　9）
減少22％（10）
下降　0％（　0）
下降　0％（　0）

減少17％（　8）
減少15％（　7）
下降　2％（　1）
下降　2％（　1）

弱　含　み
　5％（　2）
　5％（　2）
　0％（　0）
　7％（　3）
　8％（　3）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
34％（15）
25％（10）
20％（　9）
44％（19）
38％（15）

変わらず
72％（34）

変わらず48％（22）
変わらず52％（24）
変わらず30％（14）
変わらず11％（　5）

変わらず57％（26）
変わらず61％（28）
変わらず35％（16）
変わらず22％（10）

モニター数102　　回答数75　　回収率74％

増加34％（25）
増加36％（26）
上昇40％（29）
上昇70％（49）

増加20％（14）
増加26％（18）
上昇31％（21）
上昇52％（36）

強　含　み
69％（27）
70％（19）
76％（25）
59％（34）

1ヵ月以内
76％（16）

保ち合い
31％（12）
26％（　7）
24％（　8）
41％（24）

1ヵ月
19％（　4）

減少21％（15）
減少25％（18）
下降　0％（　0）
下降　4％（　3）

減少20％（14）
減少27％（19）
下降　0％（　0）
下降　4％（　3）

弱　含　み
　0％（　0）
　4％（　1）
　0％（　0）
　0％（　0）

1ヵ月以上
　5％（　1）

変わらず45％（33）
変わらず39％（28）
変わらず60％（43）
変わらず26％（18）

変わらず60％（43）
変わらず47％（33）
変わらず69％（47）
変わらず44％（31）

質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　
　（　）問
米
国
北
西
部
の
水
害
の
影
響
は
。

　
　（　）答
特
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
水
害
の
被

害
が
大
き
い
が
、
木
材
業
界
に
は
大
き

な
影
響
は
無
い
。

　
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
側
代
表
マ
イ
ケ

ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
よ
り
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
、

継
続
的
に
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
旨

の
挨
拶
が
あ
り
会
合
を
終
了
し
た
。


